
148 149

・・・家賃保証／買取保証の条件

・・・家賃保証／買取保証の条件

・・・新たな取得希望者

消費者 協議会

売主

導入機関決定

住宅の資産
価値を確認

制度提案

残価設定型
住宅ローン
借入検討

残価設定型
住宅ローン
申込み

定期点検
通知受領

点検依頼

補修実施

取得相談

建物定期点検

点検結果通知

重要事項
説明

インフィル
請負受託

土地建物買取

対価としての
ローン引受

対価としての
ローン引受

要補修項目
確認

点検・補修
履歴記録

点検・補修
履歴記録

点検結果確認

マイホーム
リース検討

マイホーム
借上げ制度
利用申請

建物借上げ

土地建物売却

ローン債務
免責

SPC設立

導入決定

導入決定

web
サービス提供

残価情報
通知

収益還元
価値等計算

かせるストック・
かeせる
オプション提案

住宅取得

残価設定型
住宅ローン
借入れ

証明書受領

証明書発行

10年目以降
5年毎に定期
点検通知

代金支払

インフィル
請負依頼

物件入居

リース料
支払い

リース申込み

マイホーム
リース審査

借上げ
家賃保証

借上げ
家賃受領

ローン返済 返済受領

代金受領

建物引渡し

購入相談

提携ローン
条件検討

残価設定型
住宅ローン
審査

かeせる
オプション行使
（買取請求）

行使受領

リース物件
紹介

マイホーム
リースによる
運用打診

長期リース
による運用

インフィル
プラン作成

オプション
行使通知受領

証明書
発行確認

残価設定型
住宅ローン
提案

残価設定型
住宅ローン
貸付け

購入相談
購入時

仕組み
導入時

維持
保全時

建物
引渡し時

残価
設定月
以降

リース
プラン
作成

リース時

借上げ主体
JTI

買主 住宅事業者
ミサワホーム
大和ハウス工業

買取･リース
主体
JTI又は
JTIの子会社

検査・履歴
事業者

金融機関
日本住宅
ローン

49
マイホームリース（仮称）
の開発・実用化事業
　　●

長寿命住宅の
世代循環を実現する新たな
住宅金融開発協議会

事業の背景・ねらい［団体の思い］
JTIが定める残価設定月以降はローン債務残高と同額で土地・建物を買取る
保証を付保した住宅ローンを提供することで、人生100年時代を迎えて住
生活の変化にあわせて適切な仕様の住宅に必要なだけ住むことを可能に
する家の保有形態を実現するとともに、長期優良住宅をはじめとする良質
な社会資本ストックを蓄積する。

住宅性能の向上や、長持ちさせるための取組
認定基準｜長期優良住宅またはこれに準ずるとＪＴＩが認める住宅（住宅性
能評価において劣化対策3等級、耐震2等級以上、維持管理対策3等級）で
あること。
維持保全｜住宅事業者所定の定期点検を実施し、当該点検に基づく補修を
行う。
履歴情報蓄積｜住宅事業者の定期点検を管理するシステムにより履歴情
報を保存・管理。

住宅性能や劣化の状況を考慮して資産価値を評価する方法
対象となる建物を収益還元価値により評価する。収益還元価値の計算概要
は次の通り。
❶ 土地について：リバースモーゲージ等で行われている担保評価等も参
考に十分に保守的な終価を想定。
❷ 建物について：JTIの借上げ実績と過去30年程度の民間家賃統計に基
づいて十分に保守的な想定家賃を査定し、保守的な中途解約・募集期間（空
き家となる期間）の想定と建物の想定耐用年数に基づいて想定した将来貸
出期間に基づく家賃の現在価値を計算する。

良質な住宅取得を後押しする住宅ローンなどの金融商品や流通の仕組み
商品名｜残価設定型住宅ローン
内容｜認定基準を満たしたJTIに協賛する住宅事業者の住宅を購入する顧
客を対象に、JTIが定める残価設定月以降はローン債務残高と同額でJTIま
たはその子会社が土地・建物を買取る保証を付保した住宅ローンを提供す
るもの。

開発した仕組みを普及させるための取組
ブランド名称｜かeせるオプション
情報提供システム｜webアプリを通じて住宅事業者･金融機関の担当者で
本件について十分な理解を有するとJTIが認めた者が参照し、また、一定の
想定でシミュレーションが行えるシステムサービスを提供。

事業分類
優良新築ブランド普及

対象住宅
新築住宅／戸建住宅／持家

取引形態
新築請負・新築分譲

対象地域
全国

事業経過
令和2年度 事業採択
令和3年度 仕組み完成

団体構成
代表提案者： （一社）移住・住みかえ
 支援機構
住宅事業者： 大和ハウス工業（株）
 ミサワホーム（株）
金融機関： 日本住宅ローン（株）

実施目的
認定長期優良住宅について、その「期
間所有」を実質的に実現する一方で、
保有世代ごとにインフィル更新投資
が行われることを確保する新たな住
宅金融スキームにかかるプラット
フォームを開発・実用化することで、長
寿命住宅の世代循環を実現する。

仕組みの概要
❶ JTIが、住宅事業者に、新たな金融商
品のシミュレーションを提供する。 ❷ 
住宅事業者が、シミュレーションで住
宅購入者に残価設定型住宅ローン（仮
称）を提案する。 ❸ 住宅購入者が当該
ローンを利用して住宅を購入する。 ❹ 
住宅購入者は残価設定時以降、代表
提案者または代表提案者の子会社で
あるリース主体に、残価による土地建
物の買取を求めることができる。なお、
残価は当該ローンの買取時における
ローン残高と同じかそれを上回る水
準に設定される。 ❺ 買取後の土地建
物は、ＪＴＩまたはリース主体がリースに
より再流通させる。
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